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国
民
皆
保
険
と
診
療
報
酬
の
役
割

　

日
本
の
医
療
保
険
制
度
は
、
す
べ
て

の
国
民
が
な
ん
ら
か
の
公
的
医
療
保
険

に
加
入
す
る
「
国
民
皆
保
険
制
度
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
の
制
度
を
基
本
と
し
て
、
保
険
診

療
に
よ
る
診
察
・
検
査
・
治
療
・
薬
の

処
方
な
ど
を
受
け
た
と
き
に
、
医
療
機

関
や
薬
局
に
支
払
わ
れ
る
対
価
が
「
診

療
報
酬
」
で
す
。

　

診
療
報
酬
は
、
医
療
機
関
や
薬
局
の

重
要
な
収
入
源
と
な
っ
て
お
り
、
人
件

費
や
設
備
の
維
持
・
更
新
費
用
な
ど
に

充
て
ら
れ
ま
す
。

　

診
療
報
酬
の
決
定
は
、「
中
央
社
会

保
険
医
療
協
議
会
（
中
医
協
）」
の
委

員
の
合
議
に
よ
る
答
申
を
も
と
に
、
厚

生
労
働
大
臣
が
行
な
い
ま
す
。

点
数
で
決
ま
る
全
国
共
通
の
医
療
費

　

診
療
報
酬
の
大
き
な
特
徴
の
ひ
と
つ

は
、「
診
療
報
酬
点
数
表
」
に
基
づ
い

て
、
診
療
行
為
ご
と
に
全
国
一
律
の
公

定
価
格
（
点
数
）
が
決
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
で
す
。

　

点
数
表
の
導
入
は
1
9
2
7
年
に
始

ま
り
、
1
9
5
8
年
に
は
現
在
の
形
が

で
き
た
と
い
う
歴
史
が
あ
り
ま
す
。

　

診
療
報
酬
の
点
数
は
「
１
点
＝
10

円
」
で
計
算
さ
れ
ま
す
。

　

一
例
を
あ
げ
る
と
、
初
診
料
は
２
９

１
点
な
の
で
、
２
９
１
点
×
10
円
＝
２

９
１
０
円
。
６
歳
以
上
～
70
歳
未
満
の

方
は
自
己
負
担
が
３
割
の
た
め
、
約
８

７
３
円
に
な
り
ま
す
。

　

診
療
報
酬
の
構
成

　

診
療
報
酬
は
２
つ
の
要
素
で
成
立
し

て
い
ま
す
。

○
基
本
診
療
料　

初
診
、
再
診
、
入
院

な
ど
の
基
本
的
な
診
療
行
為
の
技

術
料
を
一
括
で
評
価
し
た
も
の
。

○
特
掲
診
療
料　

特
定
の
医
療
行
為

（
画
像
診
断
、
投
薬
、
手
術
な
ど
）
に

しん　　　りょう　　ほう　　　しゅう

診療報酬の成り立ち
私たちが医療機関で診察や治療を受けたとき、その費用は
どのように決まっているのでしょうか。日本の医療を支え
る「診療報酬」は、医療の質や仕組みと深く関わる重要な
制度です。その基本から仕組み、そして最新の改定内容ま
でをわかりやすく解説します。



ＱＯＬを高める！ホームドクター・アドバイス

３

対
し
て
個
別
に
定
め
ら
れ
た
点
数
。

　

診
療
報
酬
は
こ
れ
ら
の
構
成
要
素
を

も
と
に
、
行
な
っ
た
診
療
行
為
を
点
数

表
に
従
っ
て
加
算
し
て
い
く
「
出
来
高

払
い
方
式
」
の
ほ
か
、
一
定
期
間
の
診

療
行
為
を
ま
と
め
て
評
価
す
る
「
包
括

払
い
方
式
（
定
額
制
）」
に
よ
っ
て
計

算
さ
れ
ま
す
。

診
療
報
酬
改
定
４
つ
の
ポ
イ
ン
ト

　

診
療
報
酬
は
２
年
に
一
度
見
直
さ
れ
、

医
療
の
現
場
や
社
会
状
況
の
変
化
に
対

応
し
て
い
ま
す
。

　

２
０
２
６
年
６
月
の
改
正
点
は
複
数

あ
り
ま
す
が
、
ポ
イ
ン
ト
と
な
る
の
は

「
医
療
の
デ
ジ
タ
ル
化
」「
地
域
包
括
ケ

ア
」「
物
価
高
へ
の
対
応
」「
医
療
ス
タ

ッ
フ
な
ど
の
賃
上
げ
」
の
４
つ
に
な
り

ま
す
。

【
電
子
的
診
療
情
報
連
携
体
制
へ
の
再
編
】

　

電
子
カ
ル
テ
や
電
子
処
方
箋
、
診
療

情
報
の
共
有
体
制
の
整
備
状
況
に
応
じ

た
、
評
価
が
行
な
わ
れ
ま
す
（
届
け
出

の
あ
っ
た
医
療
機
関
な
ど
が
対
象
）。

【
包
括
期
の
医
療
に
対
す
る
新
た
な
評
価
】

　

地
域
包
括
医
療
病
棟
な
ど
、
一
定
の

基
準
を
満
た
す
医
療
機
関
を
対
象
に
、

入
院
初
期
の
医
療
提
供
体
制
が
評
価
さ

れ
ま
す
。

【
物
価
高
騰
へ
の
対
応
】

　

外
来
・
在
宅
・
入
院
医
療
に
お
い
て
、

物
価
上
昇
を
踏
ま
え
た
新
た
な
評
価
や

加
算
が
設
け
ら
れ
ま
す
。

【
ベ
ー
ス
ア
ッ
プ
評
価
の
見
直
し
】

　

看
護
職
員
や
医
療
ス
タ
ッ
フ
な
ど
の

賃
上
げ
を
目
的
と
し
た
、
評
価
の
充
実

が
図
ら
れ
ま
す
（
届
け
出
の
あ
っ
た
医

療
機
関
・
薬
局
が
対
象
）。

ま　
と　
め

　

診
療
報
酬
は
、
日
本
の
医
療
提
供
体

制
を
支
え
る
重
要
な
仕
組
み
で
す
。

　

全
国
一
律
の
点
数
制
度
に
よ
り
公
平

性
を
保
ち
な
が
ら
、
社
会
の
変
化
に
応

じ
て
見
直
さ
れ
る
こ
と
で
、
医
療
の
質

と
持
続
性
の
確
保
に
役
立
っ
て
い
ま
す
。

被保険者（患者）

保険医療機関 医療保険者

審査支払機関

診療
一部

負担
金の

支払 保険料の支払

請求
金額

の支
払

請求
書送

付

診療報酬の請求
診療報酬の支払
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原
因
と
発
症
の
メ
カ
ニ
ズ
ム

　

変
形
性
膝
関
節
症
は
、
大
腿
骨
（
太

も
も
の
骨
）
と
脛
骨
（
す
ね
の
骨
）
の

関
節
に
あ
る
軟
骨
が
、
す
り
減
る
こ
と

で
発
症
し
ま
す
。

　

軟
骨
が
す
り
減
る
原
因
と
な
っ
て
い

る
の
が
、
加
齢
、
肥
満
に
よ
る
軟
骨
へ

の
過
剰
な
負
荷
で
す
。

　

と
く
に
女
性
の
場
合
は
、
閉
経
後
の

女
性
ホ
ル
モ
ン
の
減
少
に
と
も
な
っ
て

軟
骨
が
弱
く
な
る
傾
向
が
あ
る
た
め
、

変
形
性
膝
関
節
症
を
発
症
す
る
方
が
増

え
ま
す
。

痛
み
と
変
形
が
起
こ
る
仕
組
み

　

す
り
減
っ
た
軟
骨
は
や
が
て
削
り
取

ら
れ
、
い
く
つ
も
の
細
か
い
破
片
と
な

っ
て
関
節
内
を
漂
い
ま
す
。

　

そ
し
て
関
節
を
覆
う
膜
（
滑
膜
）
を

傷
つ
け
、
炎
症
を
引
き
起
こ
し
、
強
い

痛
み
を
生
じ
さ
せ
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
軟
骨
が
す
り
減
っ
て
骨
と

骨
が
接
触
す
る
よ
う
に
な
る
と
、「
骨

棘
（
こ
っ
き
ょ
く
）」
と
呼
ば
れ
る
骨

が
関
節
の
縁
に
生
成
さ
れ
ま
す
。

　

こ
れ
に
よ
っ
て
Ｏ
脚
（
両
膝
が
外
側

に
湾
曲
す
る
）
と
い
う
膝
の
変
形
が
起

こ
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
状
態
は
、
膝
の
外
側
や
内

側
に
さ
ら
に
負
担
を
集
中
さ
せ
る
た
め
、

激
し
い
痛
み
を
引
き
起
こ
し
ま
す
。

症
状
の
進
行
と
検
査

　

変
形
性
膝
関
節
症
は
、
我
慢
し
て
い

る
と
進
行
し
て
い
く
病
気
で
す
。

　

初
期
症
状
と
し
て
は
、
起
き
上
が

り
・
動
き
出
し
の
と
き
の
膝
の
鈍
い
痛

み
。

　

中
期
で
は
、
痛
み
が
続
く
、
膝
の
腫

れ
、
膝
に
水
が
た
ま
る
。

　

後
期
に
な
る
と
、
痛
み
が
さ
ら
に
長

く
続
く
よ
う
に
な
り
、
日
常
的
な
動
作

が
困
難
に
な
り
ま
す
。

　

膝
の
痛
み
に
悩
ん
で
い
る
方
は
、
整

形
外
科
で
検
査
を
受
け
て
、
現
在
の
状

態
を
把
握
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。

　

検
査
で
は
、
問
診
や
触
診
、
膝
の
可

動
範
囲
の
確
認
、
Ｘ
線
（
レ
ン
ト
ゲ

ン
）
検
査
（
関
節
の
隙
間
や
骨
棘
の
有

変
形
性
膝
関
節
症
の
患
者
数
は
推
定
で
１
０
０
０
万
人
（
軟
骨
の
す

り
減
り
が
見
ら
れ
る
の
は
３
０
０
０
万
人
）
と
非
常
に
多
く
な
っ
て

い
ま
す
。

痛
み
を
我
慢
せ
ず
、
適
切
な
治
療
に
よ
っ
て
病
気
の
進
行
を
防
ぐ
こ

と
が
、
膝
の
機
能
を
保
つ
た
め
の
重
要
な
ポ
イ
ン
ト
で
す
。

膝
の
痛
み
、
我
慢
し
て
い
ま
せ
ん
か
？

変
形
性
膝
関
節
症

健康な人 変形性膝関節症の人

へ
ん　
　
　
　
　

け
い　
　
　
　
　

せ
い　
　
　
　
　

ひ
ざ　
　
　
　

か
ん　
　
　
　
　

せ
つ　
　
　
　

し
ょ
う
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無
を
調
べ
る
）、
Ｍ
Ｒ
Ｉ
に
よ
る
軟
骨

の
状
態
の
検
査
、
血
液
検
査
に
よ
る
ほ

か
の
病
気
の
可
能
性
の
排
除
、
重
症
度

の
評
価
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

　　

保
存
療
法

　　
（
初
期
～
中
期
の
治
療
）

　

変
形
性
膝
関
節
症
の
治
療
は
、
重
症

度
が
初
期
か
ら
中
期
に
か
け
て
の
方
に

は
、
病
気
の
進
行
を
遅
ら
せ
る
「
保
存

療
法
」
が
行
な
わ
れ
ま
す
。

○
運
動
療
法　

脚
の
筋
肉
を
鍛
え
る
こ

と
で
膝
へ
の
負
担
を
減
ら
し
、
ス
ト

レ
ッ
チ
に
よ
っ
て
可
動
域
を
維
持
・

向
上
す
る
こ
と
で
痛
み
を
軽
減
す
る
。

○
薬
物
療
法　

関
節
の
動
き
を
滑
ら
か

に
す
る
働
き
の
あ
る
「
ヒ
ア
ル
ロ
ン

酸
」
を
膝
関
節
に
定
期
的
に
注
射
す

る
こ
と
で
、
痛
み
の
緩
和
と
膝
の
動

き
の
改
善
を
目
指
す
。

　　

手
術
療
法

　
（
進
行
し
た
場
合
の
選
択
肢
）

　

保
存
療
法
で
は
十
分
な
効
果
が
得
ら

れ
な
い
場
合
は
、「
手
術
療
法
」
が
検

討
さ
れ
ま
す
。

　

手
術
療
法
に
は
、
進
行
度
や
必
要
性
、

希
望
に
応
じ
て
、
次
の
３
つ
の
方
法
が

あ
り
ま
す
。

○
関
節
鏡
視
下
手
術　

膝
に
小
さ
な
穴

を
開
け
て
内
視
鏡
を
挿
入
し
、
モ
ニ

タ
ー
を
見
な
が
ら
、
膝
関
節
の
痛
ん

だ
組
織
を
取
り
除
く
。

○
高
位
脛
骨
骨
切
り
術　

脛
の
骨
を
切

っ
て
角
度
を
調
整
す
る
こ
と
で
Ｏ
脚

を
矯
正
し
て
、
痛
み
を
取
り
除
く
。

自
分
の
関
節
を
温
存
す
る
こ
と
で
、

膝
の
機
能
が
維
持
さ
れ
や
す
い
。

○
人
工
膝
関
節
置
換
術　

金
属
製
の
本

体
と
ポ
リ
エ
チ
レ
ン
製
の
軟
骨
部
を

使
用
し
た
人
工
関
節
に
置
き
換
え
る

手
術
。
痛
み
を
ほ
ぼ
取
り
除
き
、
安

定
し
た
日
常
生
活
を
取
り
戻
す
こ
と

が
期
待
で
き
る
。

　

今
年
の
夏
か
ら
、
医
療
機
関
が
掲

げ
る
診
療
科
目
に
、「
睡
眠
障
害
」

が
使
用
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

標
榜
科
が
追
加
さ
れ
る
の
は
、
18

年
ぶ
り
に
な
り
ま
す
。

　

診
療
科
は
、「
内
科
」「
外
科
」

「
小
児
科
」
を
は
じ
め
、
約
20
種
類

が
単
独
で
標
榜
で
き
ま
す
。

　

そ
し
て
、
よ
り
専
門
的
に
細
分
化

さ
れ
た
疾
病
や
部
位
な
ど
と
、
組
み

合
わ
せ
て
使
用
す
る
こ
と
も
可
能
で

す
。

   

「
糖
尿
病
内
科
」「
消
化
器
内
科
」

「
循
環
器
内
科
」
と
い
っ
た
診
療
科

を
見
た
こ
と
が
あ
る
の
で
は
な
い
で

し
ょ
う
か
。

　

睡
眠
障
害
も
、
単
独
の
標
榜
科
と

組
み
合
わ
せ
る
形
で
使
用
す
る
こ
と

が
想
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

一
例
を
あ
げ
る
と
、「
睡
眠
障
害

内
科
」「
睡
眠
障
害
精
神
科
」
な
ど

で
す
。

　

睡
眠
障
害
に
は
、
不
眠
症
や
睡
眠

の
リ
ズ
ム
の
乱
れ
、
睡
眠
時
無
呼
吸

症
候
群
、
む
ず
む
ず
脚
症
候
群
の
ほ

か
に
、
５
歳
以
上
の
方
の
夜
尿
症
な

ど
も
あ
り
ま
す
。

　

日
本
で
は
５
人
に
ひ
と
り
が
、
睡

眠
の
悩
み
を
抱
え
て
い
る
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

し
か
し
、
い
ざ
病
院
を
受
診
し
よ

う
と
す
る
と
き
、「
ど
の
診
療
科
に

相
談
し
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら
な

い
」
と
い
う
方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま

す
。

　

今
回
の
標
榜
科
追
加
で
は
「
睡
眠

障
害
」
と
い
う
言
葉
を
使
用
す
る
こ

と
で
、
そ
う
し
た
方
に
も
睡
眠
の
悩

み
の
相
談
先
を
、
よ
り
見
つ
け
や
す

く
す
る
と
い
う
目
的
も
あ
り
ま
す
。

医
療
・
病
気
の
時
事
問
題

18
年
ぶ
り
に
標
榜
科
が
追
加
に

―
―
「
睡
眠
障
害
」

動
か
す
と
痛
む

曲
げ
伸
ば
し
が

つ
ら
い

変
形
す
る

腫
れ
る
・

水
が
た
ま
る
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
は
文
字
を
大
き
く
し
て
あ
り
ま
す
。

要介護認定の基礎知識

❖要支援ってどんな状態のこと？❖
　「要支援」の定義は、「自立した日常生
活を送るうえで、一部に支援（介助）が
必要な 65 歳以上の方」となっています。
　要支援においては、将来的な要介護状
態を予防するという目的もあります。
　支援の具体的な内容に関しては、１か
月の支給限度額を考慮しながら、地域包
括センターのケアマネージャーと相談し
て決めます。

❖要介護とはどういう状態？❖
　「要介護」の定義は、「自立した日常生
活を送ることが困難で、入浴、排泄、食
事などにおいて、誰かの介護が必要な 65
歳以上の方」となっています（要支援・
要介護ともに 40 歳以上 65 歳未満の特定
疾病のある方も含まれます）。
　要介護度のおおまかな目安は、介護を
受ける方の状態によって以下のように
なっています。

要介護１：日常生活において部分的に、
見守りや介護が必要。

要介護２：食事や排泄を含む、日常生活
全般で介護が必要。

要介護３：要介護２の状態に加えて、自
力での立ち上がり、歩行、移
動が難しい。

要介護４：ほぼすべてにおいて、介護が
ないと生活を送れない。

要介護５：寝たきり、意思疎通が困難。

❖どんな介護サービスが利用できるの？❖
　要支援・要介護ともに、訪問介護や介
護施設の利用（ショートステイやデイサー
ビス）、介護用品のレンタル、住宅改修な
どの介護サービスが受けられます。
　要介護３以上では、全面的な介護が必
要となるため、特別養護老人ホーム（特
養）への入居ができるようになります。

介護とリハビリ

Ｑ＆Ａ

要介護認定、要介護サービスを利用するときに、どのような介護・介助が必要かを
審査・判定する制度です。
要介護の認定区分は、「要支援１～２」「要介護１～５」と７段階にわけられ、要
介護５がもっとも介護の必要性が高くなります。



7 〈頭のストレッチの答え〉

　日本人のおよそ５～６人にひとりは、水虫の
原因菌である「白癬菌（カビの一種）」に感染
していると推定されています。
　なかでも多いのが足指や足裏の皮膚への感染
で、代表的な症状としては、次の３つのタイプ
があげられます（これらは混在することもあり
ます）。
○趾間（しかん）型　足の指の間に感染して

皮膚がジュクジュクしたり、ふやけて皮がむ

ける。
○小水疱（しょうすいほう）型　足裏や側面に

小さな水ぶくれが生じる。
○角質増殖（かくしつぞうしょく）型　足裏の

角質が増え、硬くガサガサになる。
　重度でなければ、皮膚科で処方される抗真菌
薬（外用薬）を使用するこ
とで、１～２週間ほどで症
状が改善します。
　そして症状が治まったあ
とも、皮膚の角質層が入れ
替わる１～２か月ほどの間
は、薬の塗布を続けて再発
を防ぎます。

近年、むし歯や歯周病に関する知識は知られるようになりましたが、まだ多くの誤解があります。
これらの誤解を信じていると、むし歯や歯周病のリスクが高まる可能性もあります。

❖砂糖（甘いもの）を食べ
るとむし歯になる

　砂糖がむし歯の直接の原因
ではなく、口の中の細菌が砂糖
を分解して作り出す「酸」によ
るものです。

❖むし歯は遺伝する
　むし歯自体は遺伝しません
が、むし歯になりやすい体質

（歯の質・唾液の量・歯並び）
は遺伝の影響を受けます。

❖硬いものを食べると歯が
丈夫になる

　なりません。逆に歯や歯茎に
ダメージを与え、歯が欠けたり
割れる要因になります。

❖歯は塩で磨くと良い
　塩には多少の殺菌作用はあ
りますが、歯の表面を傷つけたり、
炎症を起こす場合があります。

❖フッ素は危険
　適切な量を使用するなら危
険ではありません。市販されて
いる歯磨き粉に含まれている
量であれば安心して使用する
ことができます。

❖歳を取ると歯が伸びる
　伸びません。歯周病や加齢な
どで歯茎が下がり、歯が伸びた
ように見えるだけです。

❖歯茎のマッサージは歯周
病に効果がある

　歯茎の血行は良くなります
が、プラークや歯石を取らない
限り歯周病には効果はありま
せん。

❖妊娠すると歯が弱くなる
　よく「赤ちゃんにカルシウム
を取られるから」という話を聞
きますが、母親の歯からカルシ

ウムが流れ出ることはありま
せん。歯が弱くなる主な要因
は、つわりや食生活の変化など
で歯磨きがおろそかになった
り、ホルモンバランスの影響で
歯周病菌が増えたりすること
です。

＊　＊　＊
　むし歯や歯周病を防ぐには、
こうした歯に関する誤解をな
くし、正しい情報を知り、日々
の歯磨きや定期的な歯科医院
での治療が大切です。

＊歯に関する誤解＊

見逃さないで、　　　　この症状！
足の水虫（足白癬）を治すには

①あまやどり　②りかしつ　③つんどら　④らくらい　⑤いるか　⑥かぶき　⑦きつて　⑧でじな

⑨なこうど　⑩どんでんがえし　⑪しぐさ　⑫ささ　⑬さいん……現れる言葉は「あじさいでら」
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常備菜に便利。蒸し暑い季節に合う

さっぱりとした一品。冷蔵庫で4日

程保存できます。

　　だし汁	 1カップ

　　しょうゆ、みりん、

　　砂糖	 各大さじ１½
　　酢	 小さじ2

ひじきと大豆の梅酢煮
MONTHLY COOKING

作り方

ワンポイント

作りやすい分量

痂皮型疥癬 (かひがたかいせん）

全量 371 kcal①　ひじきは水で20分程戻してザルに上げて水気

をきる。

②　鍋にⓐ、①、梅干しをちぎって入れ種も入れる。

大豆、じゃこも加えて中火にかける。

③　煮立ったら弱めの中火で時々混ぜながら15分

煮る。梅干しの種を除き、器に盛る。

｛ⓐ

進入禁止！

下のヒントを参考に、しりとりを完成させ、
①からむらさき色のマスを右下に読むと、
どんな言葉が現れるでしょうか？

① ②

③

④⑤⑥

⑦

⑧ ⑨

⑩

⑪

①雨が止むのを待つこと
②人体模型がある教室
③樹木が育たない凍土地帯
④雷が落ちること
⑤「海豚」何と読む？
⑥日本の伝統的な舞台演劇
⑦郵便物に貼るもの

　　　　　　　　　　

①雨が止むのを待つこと
②人体模型がある教室
③樹木が育たない凍土地帯
④雷が落ちること
⑤「海豚」何と読む？
⑥日本の伝統的な舞台演劇
⑦郵便物に貼るもの

　　　　　　　　　　

⑧マジックは日本語で？
⑨結婚の仲立ちをする人
⑩物事が逆転すること
⑪動作、身のこなし
⑫パンダの主食
⑬有名人にもらいたい

⑧マジックは日本語で？
⑨結婚の仲立ちをする人
⑩物事が逆転すること
⑪動作、身のこなし
⑫パンダの主食
⑬有名人にもらいたい

答え＿＿＿＿＿＿答え＿＿＿＿＿＿

⑫ ⑬

※減塩されている方は塩分控えめの梅干しでも可。


